
 

ア
ウ
ト
が
成
立
す
る
時
機
は
、
審
判
員
が
宣
告
し
た
と
き
で
は
な
く
て
、
ア
ウ
ト
の
事
実
が
生
じ
た
と

き
で
あ
る
。
第
三
ア
ウ
ト
が
フ
ォ
ー
ス
ア
ウ
ト
以
外
の
ア
ウ
ト
で
、
そ
の
ア
ウ
ト
に
い
た
る
プ
レ
イ
中
に

走
者
が
本
塁
に
達
す
る
と
き
な
ど
の
よ
う
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
速
や
か
に
ア
ウ
ト
を
宣
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
（
規
則
四
・
〇
九
ａ
［
注
一
］
） 

 

な
お
、
こ
の
内
規
は
、
二
〇
一
一
年
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
ル
ー
ル
改
正
が
あ
れ

ば
、
適
用
上
の
解
釈
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

 

ス
リ
ー
ア
ウ
ト
と
勘
ち
が
い
し
た
守
備
側
が
、
使
用
球
を
審
判
員
に
手
渡
し
た
の
を
審
判
員
が
受
け
取

っ
た
場
合
は
、
規
則
三
・
一
五
を
準
用
す
る
。
審
判
員
が
使
用
球
を
受
け
取
る
と
同
時
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド

と
し
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
か
を
判
断
し
て
、
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
後
の
処
置

を
と
る
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
が
同
様
の
ケ
ー
ス
で
試
合
球
を
受
け
取
っ
た
場
合
も
、
受
け
取
る
と
同

時
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と
す
る
が
、
走
者
は
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
に
な
っ
た
と
き
に
占
有
し
て
い
た
塁
に
と
ど
め

る
。
（
規
則
三
・
一
五
） 

    

こ
の
内
規
集
は
、
公
認
野
球
規
則
適
用
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会
の
統
一
解
釈
を
収
録
し
た

も
の
で
、
公
認
野
球
規
則
と
同
等
の
効
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

   

（
規
則
適
用
上
の
解
釈
） 
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捕
手
ま
た
は
野
手
が
、
あ
ら
か
じ
め
塁
線
上
お
よ
び
そ
の
延
長
線
上
の
塁
上
に
位
置
し
て
（
足
ま
た
は

脚
を
置
い
て
）
送
球
を
待
つ
こ
と
を
禁
ず
る
。
違
反
し
た
場
合
は
、
オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。
（
規

則
七
・
〇
六
ａ
） 

 

守
備
側
の
ア
ピ
ー
ル
を
認
め
て
打
者
を
ア
ウ
ト
に
す
る
場
合
は
、 

 

打
者
が
一
塁
に
進
ま
な
い
ま
ま
、
守
備
側
が
何
ら
の
行
為
も
し
な
い
で
、
両
チ
ー
ム
が
本
塁
に
整
列
す

れ
ば
、
四
球
の
打
者
は
一
塁
へ
進
ん
だ
も
の
と
記
録
さ
れ
る
。 

 

イ 

打
者
が
一
塁
に
進
も
う
と
し
な
い
と
き 

 

最
終
回
裏
、
走
者
三
塁
、
打
者
の
四
球
（
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
）
目
が
暴
投
ま
た
は
捕
逸
と
な
っ
て
決
勝
点

が
記
録
さ
れ
る
と
き
、
四
球
の
打
者
が
一
塁
へ
進
ま
な
か
っ
た
場
合
は
、
規
則
四
・
〇
九
（
ｂ
）
の
よ
う

に
球
審
が
自
ら
打
者
の
ア
ウ
ト
を
宣
告
し
て
、
得
点
を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

た
と
え
ば
二
死
、
打
者
の
ボ
ー
ル
カ
ウ
ン
ト
二
－
一
後
の
投
球
の
と
き
に
、
三
塁
走
者
が
本
盗
を
企
て

た
が
得
点
と
な
ら
な
い
で
攻
守
交
代
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
、
次
回
の
第
一
打
者
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

球
審
は
、
打
者
が
三
振
で
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
の
か
、
走
者
が
触
球
さ
れ
て
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
の
か
を
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
規
則
六
・
〇
一
ｂ
、
六
・
〇
五
ｎ
） 

 

で
あ
る
。
（
規
則
四
・
〇
九
ｂ
、
七
・
一
〇
ｄ
注
二
） 

 

ロ 

打
者
が
一
塁
に
進
も
う
と
し
た
が
途
中
か
ら
引
き
返
し
た
と
き 

 

大
会
に
よ
っ
て
は
、
一
定
以
上
の
得
点
差
、
た
と
え
ば
、
五
回
一
〇
点
差
、
七
回
以
降
七
点
差
な
ど
、

得
点
差
に
よ
っ
て
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
し
、
正
式
試
合
と
す
る
特
別
規
則
も
あ
る
。
（
規
則
四
・
一
〇
ｃ
） 

 

投
手
が
ス
ク
イ
ズ
プ
レ
イ
を
防
ぐ
目
的
で
、
意
識
的
に
打
者
の
背
後
へ
投
球
し
た
り
、
捕
手
が
意
識
的

に
打
者
の
背
後
に
飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
へ
投
球
し
た
り
す
る
よ
う
な
非
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
的
な
行
為
に
対
し

て
も
規
則
七
・
〇
七
を
適
用
し
、
走
者
に
は
本
塁
を
与
え
、
打
者
は
打
撃
妨
害
で
一
塁
へ
進
ま
せ
る
。
（
規

則
七
・
〇
七
） 

 
正
式
試
合
の
最
終
回
の
裏
か
ま
た
は
延
長
回
の
裏
に
、
規
則
七
・
〇
七
規
定
の
プ
レ
イ
で
三
塁
走
者
に

本
塁
が
与
え
ら
れ
て
決
勝
点
に
な
る
場
合
に
は
、
打
者
は
一
塁
に
進
む
義
務
は
な
い
。
（
規
則
四
・
〇
九

ｂ
、
七
・
〇
七
） 

 

審
判
員
が
試
合
の
途
中
で
打
ち
切
り
を
命
じ
た
と
き
に
正
式
試
合
と
な
る
回
数
に
つ
い
て
は
、
規
則
四

・
一
〇
（
ｃ
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各
種
大
会
な
ど
で
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
独
自
の
特

別
規
則
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

打
者
を
ア
ウ
ト
に
す
る
た
め
に
は
、
両
チ
ー
ム
が
本
塁
に
整
列
す
る
前
に
守
備
側
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
（
規
則
七
・
一
〇
（
ｄ
）
注
二
）
。
し
か
し
、
守
備
側
が
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
打
者
は

一
塁
へ
の
安
全
進
塁
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
打
者
が
気
づ
い
て
一
塁
に
到
達
す
れ
ば
、
ア
ピ
ー
ル

は
認
め
ら
れ
な
い
。 

③ 

最
終
回
裏
の
決
勝
点 

⑧ 

打
者
の
背
後
に
ウ
ェ
ス
ト
ボ
ー
ル
を
投
げ
る 

⑦ 

オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
厳
格
適
用 

⑥ 

次
回
の
第
一
打
者 

⑤ 

正
式
試
合
と
な
る
回
数 

④ 

二
死
、
四
球
暴
投
、
決
勝
点
で
打
者
一
塁
へ
進
ま
ず 
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⑨ 

ア
ピ
ー
ル
の
場
所
と
時
期 

 
守
備
側
チ
ー
ム
は
、
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
と
な
っ
た
塁
（
空
過
ま
た
は
リ
タ
ッ
チ
の
失
敗
）
に
触
球
す
る

だ
け
で
な
く
、
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
で
な
い
塁
に
進
ん
で
い
る
走
者
の
身
体
に
触
球
し
て
、
走
者
の
違
反
を

指
摘
し
て
、
審
判
員
の
承
認
を
求
め
る
（
ア
ピ
ー
ル
）
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
ア
ピ
ー
ル
を
受
け

た
審
判
員
は
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
と
な
っ
た
塁
の
審
判
員
に
裁
定
を
一
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

ア
ピ
ー
ル
は
、
ボ
ー
ル
イ
ン
プ
レ
イ
の
と
き
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド

の
と
き
に
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
審
判
員
は
「
タ
イ
ム
中
だ
」
と
い
う
こ
と
と
す
る
。
（
規

則
七
・
一
〇
） 

⑩ 

ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
投
手 

 

ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
右
投
手
が
三
塁
（
左
投
手
が
一
塁
）
に
踏
み
出
し
て
送
球
す

る
こ
と
は
、
投
球
に
関
連
し
た
足
の
動
き
を
し
て
送
球
し
た
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
ボ
ー
ク
と
な
る
。 

 

投
手
が
投
球
に
関
連
す
る
動
作
を
し
て
両
手
を
合
わ
せ
た
後
、
再
び
両
手
を
ふ
り
か
ぶ
る
こ
と
は
、
投

球
を
中
断
ま
た
は
変
更
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
投
球
に
関
連
す
る
動
作
を
起
こ
し
た
と
き
は
、
投
球

を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
規
則
八
・
〇
一
ａ
） 

⑪ 

投
球
す
る
手
を
口
ま
た
は
唇
に
つ
け
る 

 

規
則
八
・
〇
二
（
ａ
）
（
１
）
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
代
え
て
、
審
判
員
は
そ
の
都
度
警
告
し
て
ボ
ー
ル
を

交
換
さ
せ
る
。
（
規
則
八
・
〇
二
ａ
） 

⑫ 

投
手
の
遅
延
行
為 

 

走
者
が
い
る
と
き
、
投
手
が
投
手
板
か
ら
軸
足
を
は
ず
し
て
、
走
者
の
い
な
い
塁
に
送
球
し
た
場
合
、

ま
た
は
、
投
手
板
上
か
ら
で
も
軸
足
を
投
手
板
か
ら
は
ず
し
て
も
、
塁
に
入
ろ
う
と
し
て
い
な
い
野
手
に

送
球
し
た
場
合
に
は
、
投
手
の
遅
延
行
為
と
み
な
す
。
（
規
則
八
・
〇
二
ｃ
、
八
・
〇
五
ｄ
、
八
・
〇
五

ｈ
） 

 

二
〇
一
一
年
二
月 

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会 

 


